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１．目的 

乳癌の転移を誘導する因子に対して中和抗体を作成し、癌の原発巣での抑制、肺転移を抑制す

る抗体を最終的にセレクションすることを目的としている。そのためには、ヒト乳癌転移モデル

を確立する必要がある。そこで重症免疫不全マウス（ＮＯＧマウス）や NOD SKID マウスを用いて

ヒト乳癌転移モデルを確立した後に乳癌転移促進因子の中和抗体を多種作成しセレクションする。 

 

２．成果の概要 

乳癌は現在日本の女性の悪性腫瘍で最も問題となっている癌である。その治療法はさまざまな

ものが報告されているが決定的な治療法はなく、新規治療法の開発が望まれている。われわれは

これまで臨床乳がん症例で上昇していると報告されているペリオスチン遺伝子に着目し研究をす

すめている。これを抑制するために特異的中和抗体を多数作成した。これをスクリーニングする

ために、ヒト乳癌細胞の転移モデルを確立した。また我々のターゲットとしているペリオスチン

を過剰発現している乳癌細胞をセレクションし、その乳癌細胞での転移モデルも確立した。さら

にこのモデルをもちいて、ペリオスチンの各種バリアントがどのように動いているかを解析する

ために特異的プライマーを作成し、ＰＣＲにて発現量を比較することができた。 

 

３．総合所見 

企業研究者の活用により概ね想定通りの成果が得られた。 

ペリオスチン中和抗体の選択については、期間中に終了できなかったが、今後の研究開発により、

ヒト化抗体の作成が期待される。 

 


